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新年のご挨拶      理事長 竹谷裕之

謹賀新年 会員の皆様にとって、新しいこの一年が平和で希望に満ち、地域で元気に活動できる年になりますよう、お祈り申し上げます。                  

グラウンドワーク東海にとって、昨年は２月に多米小学校でのフォーラム「地域の未来のために－日頃の活動から見えてくるもの」と、６

月岐阜市でのフォーラム「長良川の鵜飼いを世界遺産にするための取り組み、GW 活動の応用」と題してフォーラムを開催、GW活動の継承･普

及を目途に、集会を開催しました。また地域で活動する加盟団体を尋ね支援方策を考えるため、立梅用水土地改良区等を訪問し、日本 GW 協

会も交えて問題解決の具体策を検討しました。9 月には環境デーなごやにブースを構え、水利きイベントを行い、広く市民にグラウンドワー

ク活動を紹介しました。

さらに、11 月下旬には北海道 GW 西神楽を会場に開催された GW サミットに副理事長の原田さんにも参加頂いて，パークゴルフ場の手作り整備やホタルの復活、廃

校舎や空き家の活用など、地域限定総合商社として、農業農村の多面的機能を含めソーシャルビジネスの可能性を求める取り組みなどを学びました。また地域の自

然を活かし、全国高校写真選手権大会や日本初の公立日本語学校など、町内会と共通認識を持ち一体となった東川町の取り組みも感動的で、GW 東海が今年 2017 年を

どのような年にするか、検討し提案する際に参考となるもので、何とか具体化する活動ができると良いと考えています。

会員の皆様に求められる活動をなんとかして充実したいと考えておりますので、GW 東海をもり立てて頂きますように、心からお願い申し上げます。

ＧＷ東海と活動団体の活動状況
ＧＷ東海
「環境デーなごや」に出展しました

９月１７日(土)に久屋大通公園（名古屋市中区）にて開催された同イベントに、ＧＷ東海も出展しました。「パートナーシップによる身近な環境づくり」を広めるためにもまずは誘客が肝心

とばかり、例年同様、ブース内に「滝」を再現し、滝つぼでは多くのお子さんたちが「水風船つり」を楽しみました。また、愛知県内の４市(名古屋市、一宮市、豊田市、豊橋市)の水道水と市

販のミネラルウォーターを用意して「水道水飲み比べ」を３回にわけて行いました。飲み比べ体験者 137人による投票結果は、次表のとおりでした。５種の水を同時に比較していないものの、

愛知県内の水道水はミネラルウォーターにも遜色がないようでした。各水道水の硬度は、最も軟らかな一宮市(15mg/l)から最も硬い豊橋市(64mg/l)まで大きな差があり、同じ県内でも流域によ

る差があることを知りました。今度は貴方の好みも確かめてみましょうね。

  
    表．水道水飲み比べの結果

番号 都市名 水 源 第１回 第２回 第３回 合 計

１ 一宮市 木曽川 15 7 22
２ (市販水) 南アルプス 12 12
３ 名古屋市 木曽川 22 20 42
４ 豊橋市 豊川 15 8 23
５ 豊田市 矢作川 28 10 38

計 49 63 25 137
   紙コップに注いだ３種の水を飲んでいただき、

最も美味しいと感じた水に投票してもらった。

犬山里山学研究所

                                                                                      

10 月 22 日(土)犬山市下蓮池の外来魚駆除事業としておさかなレスキューを開催しました。

参加者６７名。

駆除した外来魚約５０９個体、レスキューした在来魚２８５個体でした。

グラウンドワーク小牧
日時：平成 28 年 11 月 6 日（日）9時～11 時 天候 晴れ

場所：小牧市野口大山（四季の森交差点～中央高速小牧東インター取り付け道路 3.0 ㎞

活動人員：18 名

活動内容：歩道及び路側全線のゴミ拾い。朝から秋晴れの好天気に恵まれ絶好のボラ日和となった。

行楽日和でもあり交通量は相変わらず多く危険も感じられたが、今回は歩道の草刈りが完了していたのでゴミの収集も容易で

あった。幸い出席者も多く作業は早期に無事終了することが出来た。ポイ捨てゴミは、いつも通りペットボトルや空き缶、弁

当ガラが多かった。   収集ゴミ：燃えるゴミ 8 袋。不燃ゴミ（不分別）16袋

前事務局長 宮前さん
ＧＷ東海の皆様（福島の除染の状況等報告）

１．近況

早いもので福島市民として 4年半が過ぎました。この間ＧＷ東海の活動に参加できなく申し訳ありま

せん。環境省には 3 年間の任期付き職員として勤め、任期満了後に帰る予定でしたが、除染の遅れもあり、一昨年再度応募への要請があり今に至

っています。

その間、福島市内にある事務所で市町村の除染への支援で 4年間携わり、Ｈ28年 4月からは新設された企画課に異動しました。今は環境省が運

搬費等を含め 1.6 兆円もの予算を充て 1,600ha の予定地に建設する中間貯蔵施設の設計や施工等の技術的な業務に携わっています。具体的には担

当課に対して他の 2人と共に環境省版の技術基準づくりなどです。

２．除染について（添付図：経産省ＨＰより）

除染関係のニュースは全国的には相当少なくなって関心も薄れていると思いますが、当地域では今でもトップニュースとして扱われています。

除染とは簡単に言えば、原子力発電所から放出されたセシウム 134・137を取除くことですが、その範囲は日常生活する住宅の庭や屋根、道路、

農地などを対象にします。手法は住宅であれば、庭等に付着したセシウムを土と共に 5cmの厚さで削り取り 1.0m3入る大型土嚢に入れ、一旦自宅

庭先などに保管。その後に地域単位で仮置場として造成した場所に搬出することです。その後に、原発周辺の中間貯蔵施設に運搬して 30年間保管

となります。

除染の目標値は、生活圏での放射線量の値は長期的に 1mmシーベルト／年以下とされています。

この作業は、手作業が多いため環境省発注の直轄区域（図の着色区域）だけで最大で 2 万人／日もの作業員が携わります。福島県全体の進捗状

況は平成 28年度末には図のピンク着色部の「帰還困難区域」を除き完了の予定で、避難者の帰還の条件が整いつつあります。

３．今後の課題

現在 4万人の避難者は、5年半も避難しているため避難先で仕事に就いており帰還しないケースが多いようです。農業の場合は、農地の除染が完

了して農産物の放射能の検査も全量実施して安全と確認されても以前のように販売につながらないことや、長期間農業を休んだため耕作意欲の低下。また、生活面では商店がない医者がいない

などがあり、折角、巨額な費用をかけて除染が完了しても、多くの場合、帰還するのは高齢者のみです。また、「帰還困難区域」の除染の計画が未定です。

特定非営利活動法人グラウンドワーク東海
〒461-8508 名古屋市東区東桜 2-3-7-616
TEL/FAX 052-935-7430
事務局携帯 080-5157-7203
E-mail npo.gw-tokai@ab.auone-net.jp
http://www.ab.auone-net.jp/~gw-tokai/



４．その他

除染のために、毎日数万人の作業員が働いています。その作業員の中には凶悪な犯罪者も含まれ、その都度、事務所幹部が地域の首長に頭を下げています。また、除染作業中の死亡事故も発

生しており、なんともやりきれない気持ちになります。

５．最後に

図のピンクで着色した帰還困難区域（但し常磐自動車道と国道 6 号線等は通行可）以外は放射能については安全な区域なので是非訪れて頂きたいところです。東北地方は温泉や観光地も多

くどこも空いているため休日前の予約もできます。

なお、私事では趣味の登山はＨ28 年までに日本百名山と東北の二百名山を全山登頂できました。福島市での生活には放射能の影響は全くなく、腰痛と痛風も忘れ東北のすばらしい山と温泉

とおいしい地酒を満喫しています。

                                                                  （環境省 福島環境再生事務所 宮前幸吉）

会費納入のお願い

改めて平成 28 年度会費未納の方へ納入手続きをご案内いたします。口座番号などは以下のとおりです。請求書が必要な方は事務局へメール、FAX などでお知らせください。すでに納入いた

だきました方は失礼をお許しください。

金融機関 口座番号 口座名義 会費

個人正会員様 １０，０００円／年／口

個人協力会員様 ３，０００円／年／口

企業・活動団体様 事務局へメールでご

確認ください

（振替用紙ご利用）

郵便局（ゆうちょ銀行）

００８８０-８-３５７５８ ＮＰＯ グラウンドワーク東海

郵便局（ゆうちょ銀行） 記号 １２１６０

番号 ４５９６９５９１

特定非営利活動法人

グラウンドワーク東海

三菱東京 UFJ銀行

名古屋営業部

店番 １５０ 普通

番号 ５７５９６０３

特定非営利活動法人

グラウンドワーク東海


